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平
成
17
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
末
）
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

◆一般会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（９月末）
（単位：千円、％）

◆特別会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（９月末）
（単位：千円、％）
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◆公営企業局（病院事業）歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（９月末）
（単位：千円、％）

◆町有財産の状況（９月末現在） ◆町債残高の状況（９月末現在）

◆一時借入金の状況

皆
さ
ん
は
災
害
時
の
「
い
ざ
！
」
と

い
う
時
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災

用
品
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
か
？

最
近
の
地
震
災
害
や
台
風
に
よ
る
風

水
害
の
事
例
か
ら
、
防
災
用
品
を
準
備

し
て
い
る
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
し
か
し
、「
買
っ
て
は
み
た
が
、

ど
こ
に
保
管
し
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
」、「
そ
も
そ
も
使
い
方
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。

最
近
で
は
、
多
種
多
様
の
防
災
用
品

が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
携

帯
式
の
ト
イ
レ
や
お
風
呂
、
食
料
品
で

は
、
カ
ン
パ
ン
、
ア
ル
フ
ァ
米
か
ら
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ま
で
・
・
・
。

た
く
さ
ん
の
防
災
用
品
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
環
境
に
よ
っ
て
、
揃
え
る

防
災
用
品
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。「
自
分

が
避
難
す
る
と
き
、
ど
ん
な
防
災
用
品

が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
一
度
、
考

え
た
上
で
防
災
用
品
を
備
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
防
災
用
品
は

「
備
え
る
」
だ
け
で
な
く
、
前
も
っ
て
一

度
で
も
「
使
っ
て
み
る
」
事
が
大
事
に

な
り
ま
す
。

周
防
大
島
町
で
は
、〝
津
波
や
地
震
か

ら
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
は
″
と
題

し
て
、
小
学
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
の

宿
題
と
し
て
「
夢
の
津
波
、
地
震
対
策

グ
ッ
ズ
」
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
す
ぐ
商
品
と
し
て
発
売
で
き
そ
う
な

（
？
）
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。

近
く
、
町
内
で
も
来
る
べ
き
巨
大
地

震
に
備
え
て
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行

う
予
定
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、

防
災
意
識
を
高
め
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
は
そ
の
前
に
、
身
近
な
防
災
か

ら
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

防災グッズを考えよう！
備えあれば憂いなし

第３
回
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統
合
問
題
懇
談
会
の
開
催

８
月
４
日
か
ら
10
日
の
間
、

町
内
４
地
区
で
、
各
地
区
の
教

育
関
係
者
や
議
会
、
自
治
会
、

婦
人
会
、
民
生
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
学
校
等
の
代
表
者
で
構

成
す
る
学
校
統
合
問
題
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
か
ら
統
合
の
必
要
性
や
基
本

的
な
統
合
方
針
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
を
説
明
し
ま
し
た
。
各
委

員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で

ま
し
た
が
、
各
地
区
と
も
中
学

校
の
統
合
は
必
要
だ
と
い
う
意

見
が
多
数
で
し
た
。

保
護
者
説
明
会
の
開
催

９
月
12
日
か
ら
26
日
ま
で
、

町
内
８
か
所
の
中
学
校
区
ご
と

に
小
・
中
学
校
保
護
者
対
象
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
本
町
の
中
学
校
教
育
は

多
く
の
成
果
を
上
げ
つ
つ
も
、

各
学
校
が
、
生
徒
数
の
減
少
に

よ
る
教
育
課
題
を
抱
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

か
ら「
統
合
で
め
ざ
す
学
校
像
」

と
長
期
的
展
望
に
立
つ
「
２
校

案
と
４
校
案
お
よ
び
通
学
手

段
」
を
中
心
に
次
の
よ
う
な
説

明
を
し
、意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

統
合
で
目
指
す
学
校
像

生
徒
減
少
か
ら
く
る
各
学
校

の
教
育
課
題
を
克
服
し
、
時
代

と
社
会
に
対
応
で
き
る
生
徒
の

育
成
と
学
校
の
創
造
を
め
ざ
し

ま
す
。
学
校
や
学
級
の
生
徒
数

の
増
加
に
よ
り
、
た
く
ま
し
さ

と
正
し
い
競
争
力
の
備
わ
っ
た

中
学
校
生
活
を
さ
せ
、
学
力
向

上
、
部
活
動
や
学
校
行
事
・
委

員
会
活
動
等
の
活
性
化
を
図

り
、
教
育
施
設
・
設
備
、
教
育

水
準
の
充
実
・
向
上
を
期
し
ま

す
。

統
合
の
概
要

（
１
）
２
校
案
の
場
合

ア
　
中
心
校

東
部
地
区
、
西
部
地
区
の
２

校
案
。
西
部
地
区
は
大
島
中
学

校
、
東
部
地
区
は
東
和
中
学
校

ま
た
は
日
良
居
中
学
校
を（
案
）

と
し
て
提
示
し
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
／

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

蕁
７
８
‐
２
２
０
６

イ
　
中
心
校
の
位
置
選
定
理
由

中
心
校
は
、
全
て
の
地
区
か

ら
の
通
学
の
利
便
性
を
考
慮
し

た
選
定
。
今
後
、
耐
震
診
断
結

果
に
よ
る
校
舎
の
補
修
、
改
築

等
の
程
度
に
よ
り
中
心
校
の
位

置
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
候
補
校
の
内
、
２
校

で
は
、
教
室
の
増
築
が
必
要
。

ウ
　
生
徒
数
お
よ
び
学
級
数

西
部
地
区
の
生
徒
数
は
２
０

７
名
で
９
学
級
、
東
部
地
区
の

生
徒
数
は
１
９
４
名
で
８
学
級

を
想
定
。
こ
の
場
合
、
全
学
年

で
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
で
す
。

エ
　
教
員
数

西
部
地
区
は
16
名
、
東
部
地

区
は
14
名
。
全
教
科
で
、
正
規

の
教
諭
配
置
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

オ
　
通
学
手
段

遠
距
離
通
学
者
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
お
よ
び
公
共
バ
ス
に
よ

る
通
学
。

カ
　
校
区
は
旧
町
の
２
地
区
ず

つ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
４
校
案
の
場
合

ア
　
中
心
校

大
島
中
、
久
賀
中
、
東
和
中
、

安
下
庄
中
学
校
を
（
案
）
と
し

て
い
ま
す
。

イ
　
生
徒
数
お
よ
び
学
級
数

89
名
か
ら
１
１
７
名
の
規
模

と
な
り
、
一
部
の
学
校
で
は
ク

ラ
ス
替
え
が
可
能
で
す
。

こ
の
場
合
、
早
期
統
合
が
可

能
で
す
が
、
10
年
以
内
に
再
統

合
の
検
討
が
必
要
で
す
。

ウ
　
教
員
数

１
校
は
11
名
に
な
り
ま
す

が
、
他
の
３
校
は
９
名
で
現
在

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

エ
　
中
心
校
の
位
置
選
定
理
由

交
通
の
利
便
性
、
施
設
面
か

ら
学
校
の
位
置
を
判
断
し
ま
し

た
。

オ
　
通
学
手
段

２
校
案
と
同
じ

カ
　
通
学
区
域

こ
れ
ま
で
の
通
学
区
域
が
基

本
で
す
が
、
日
良
居
中
校
区
、

蒲
野
中
校
区
、
出
井
、
家
房
地

区
は
、
自
由
校
区
を
設
け
る
予

定
で
す
。

※
両
案
と
も
生
徒
数
、学
級
数
、

教
員
数
は
、
平
成
19
年
度
の
予

測
。
現
状
の
施
設
・
設
備
を
利

用
す
る
た
め
校
舎
の
新
築
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
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【
相
談
】

自
宅
に
や
っ
て
来
た
新
聞

販
売
員
に
「
５
年
間
の
購
読

契
約
を
す
れ
ば
景
品
を
つ
け

る
」
と
言
わ
れ
、
つ
い
契
約

し
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
く
考

え
る
と
購
読
期
間
が
長
く
、

必
要
も
な
い
の
で
解
約
し
た

い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

新
聞
購
読
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
多
く
が
訪
問
販
売
に

よ
る
も
の
で
、
相
談
内
容
も

契
約
・
解
約
に
関
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
新
聞
の

購
読
契
約
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
る
と

一
方
的
な
理
由
で
の
解
約
は

困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
契

約
期
間
は
な
る
べ
く
短
め
に

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。「
景

品
に
つ
ら
れ
て
契
約
し
た
が

や
め
た
い
」、「
う
っ
か
り
し

て
２
紙
重
複
し
て
購
読
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
、
契
約
に
対
す
る
認
識

の
甘
さ
が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

に
は
、
販
売
員
が
自
宅
に
訪

問
し
て
き
た
際
、
必
要
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と

断
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
ま

た
、
迷
っ
た
時
に
は
そ
の
場

で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
で
家

族
や
知
人
に
も
相
談
す
る
な

ど
、
消
費
者
の
慎
重
な
対
応

が
望
ま
れ
ま
す
。

新聞の購読契約は慎重に　　
相談は　山口県消費生活センター

蕁０８３（９２４）０９９９

所得税法が改正され、平成17年分の所得の申告
から、国民年金保険料を社会保険料控除として申
告する場合に、１年間に納付した保険料を証明す
る書類の添付等が義務付けられました。このため、
９月までに保険料を納付された方には、社会保険
庁から控除証明書が11月に送付されますので、年
末調整や確定申告を行うまで大切に保管してくだ
さい。また、12月11日豸に岩国社会保険事務所で
は国民年金保険料の納付相談を行いますので、お
気軽にお越しください。（なお、当日年金相談は
実施しておりません。）
◆受付時間／午前９時30分～午後４時まで
岩国社会保険事務所
蕁０８２７（２４）２２２２

平成18年４月より麻しん・風しんの予防接種が変わります

国民年金保険料控除証明書の発行について

◆
問
い
合
わ
せ
／

久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
７
９
‐
１
０
０
６

大
島
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
７
４
‐
１
０
１
１

東
和
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
７
８
‐
２
２
０
２

橘
保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁
７
７
‐
５
５
０
４

子
ど
も
の
笑
顔
は
島
の
宝
で
す
。

子
ど
も
の
笑
顔
が
島
に
溢
れ
る
よ
う
次
代
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
に
地
域
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
今
年
度
よ
り
児
童
相
談
の
窓
口
が
市
町
村
と
な
り

ま
し
た
。ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

蘢
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
７
７
‐
５
５
０
５

蘢
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
大
島
　
蕁
７
４
‐
１
０
１
１

蘢
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
橘
　
　
蕁
７
７
‐
５
５
０
５

蘢
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
蕁
７
９
‐
１
０
０
６

蘢
大
島
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
蕁
７
４
‐
１
０
１
１

蘢
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
蕁
７
８
‐
２
２
０
２

蘢
橘
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
蕁
７
７
‐
５
５
０
４
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新
し
い
テ
レ
ビ
放
送
「
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」

は
、
山
口
県
内
で
も
来
年
10
月
、

山
口
市
や
岩
国
市
等
か
ら
開
始

さ
れ
、
順
次
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

が
広
が
る
予
定
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
す
る
た

め
に
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
整
理
が

必
要
と
な
り
、
一
部
の
中
継
局

で
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
東
和
中

継
局
を
ご
覧
の
方
に
は
、
現
在

の
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定

の
変
更
や
、
場
合
に
よ
っ
て
ア

ン
テ
ナ
の
取
り
替
え
の
工
事
を

お
願
い
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東
和
テ
レ
ビ
中
継
局
（
嵩
山
）

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
は
、
11
月

18
日
貊
か
ら
始
ま
り
、
ニ
つ
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
、
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。（
変
更
期
間
は
、

平
成
18
年
２
月
20
日
ま
で
の
予

定
）

◇
Ｔ
Ｙ
Ｓ
　
　
　
　
42→

59

◇
Ｙ
Ａ
Ｂ
　
　
　
　
16→

33

（
注
、久
賀
地
区
は
Ｔ
Ｙ
Ｓ→

51
、

Ｙ
Ａ
Ｂ→

53
）

対
策
工
事
は
、
総
務
大
臣
の

指
定
を
受
け
て
対
策
作
業
に
あ

た
る
社
団
法
人
電
波
産
業
会

「
山
口
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
」
に

登
録
さ
れ
た
テ
レ
ビ
受
信
対
策

員
が
実
施
し
、
ご
家
庭
で
の
工

事
費
用
は
、
国
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
店
舗
・

工
場
・
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
テ
ル
な

ど
の
対
策
は
、
自
費
で
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
は
、
テ
レ
ビ

の
説
明
書
な
ど
を
見
て
い
た
だ

け
ば
ご
自
分
で
も
で
き
ま
す
。

受
信
対
策
員
は
、
セ
ン
タ
ー
が

発
行
す
る
身
分
証
明
書
や
「
テ

レ
ビ
受
信
対
策
員
」
の
腕
章
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
工
事
を
装
っ
た
不
審
な
訪
問

や
勧
誘
な
ど
、
悪
徳
商
法
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
＝
山
口
地
域

受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
　
（
０
１

２
０
）
８
８
０
４
９
６
（
無
料
）

東
和
テ
レ
ビ
中
継
局
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
の
お
知
ら
せ

（
周
防
大
島
町
に
お
住
ま
い
で
、
東
和
テ
レ
ビ
中
継
局
を
受
信
さ
れ
て

い
る
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
）

安
全
は
住
民
全
員
で
守
ろ
う
と
、
小
積
・
大
積
地
区
の
有
志
14

名
に
よ
り
自
主
防
犯
連
絡
会
（
亀
川
和
夫
会
長
）
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
多
い
同
地
区
で
は
、
振
り
込

め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
が
起
き
る
危
険
性
が
高
く
、
ま
た
町
内

で
も
、
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
犯
罪
抑
止
を
目
指
し
、
大
島
警
察

署
か
ら
交
付
さ
れ
た
腕
章
を
付
け
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
町
内
に
は
周
防
大

島
防
犯
対
策
協
議
会
や
、
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

家
房
防
犯
ク
ラ
ブ
、
屋
代

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
隊
、
明
新

っ
子
安
全
守
り
隊
、
橘
少
年

見
守
り
隊
　

自主防犯連絡会を結成（小積・大積地区） 公
共
事
業
の
効
率
性
・
透
明
性
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
、
公
共
事
業
再
評
価
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
、
第
１
回
の
公
共
事
業

再
評
価
委
員
会
が
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

公
共
事
業
再
評
価
は
、
事
業
採
択
後
一
定

期
間
が
経
過
し
て
も
着
工
し
て
い
な
い
事
業

や
、
長
期
間
経
過
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

評
価
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
事
業
の
継
続
が
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
事
業

を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
や
県
で
は
平
成
10
年
か
ら
導
入
さ
れ

て
き
た
制
度
で
す
が
、
県
内
市
町
村
で
は
周
防
大
島
町
が
初
め
て
の
実
施

と
な
り
ま
す
。

公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
を
設
置

カ
ウ
ア
イ
島
か
ら

ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
来
町

９
月
の
カ
ウ
ア
イ
島
親
善

訪
問
交
流
が
き
っ
か
け
で
、

カ
ウ
ア
イ
島
の
お
二
人
が
ル

ー
ツ
を
訪
ね
て
10
月
27
日
、

周
防
大
島
町
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

来
町
さ
れ
た
の
は
、
先
祖

が
小
松
の
ポ
ー
ル
・
三
宅
さ

ん
と
、
同
じ
く
安
下
庄
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
西
村
さ
ん
。

中
本
町
長
を
表
敬
訪
問
の
後
、

事
前
調
査
で
わ
か
っ
た
曽
祖

父
な
ど
の
お
墓
参
り
を
し
ま

し
た
。（
写
真
右
側
二
番
目
よ

り
三
宅
さ
ん
、
西
村
さ
ん
。）

腕章の交付を受ける亀川会長
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◆平成１７年度
山口県精神保健福祉協会表彰
・精神保健福祉功労者の部
感謝状
山中静子さん（小松開作）

（大島町精神保健を支える会　会員）
表彰状
高橋淳雄さん（西屋代）

（周防大島町精神保健家族会　会長）

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す
。現

在
、
手
続
き
を
福
祉
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
、
出
張
所
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
請
求
順
位
）

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
　
②
孫
　

③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
な
か
っ
た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
。）

４
　
前
記
３
以
外
の
　
①
父
母
　

②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

５
　
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

◆
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
蕁
７
７
‐
５
５
０
５

（
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
）

大
島
総
合
支
所
蕁
７
４
‐
１
０
０
１

久
賀
総
合
支
所
蕁
７
９
‐
１
０
０
０

橘
総
合
支
所
蕁
７
７
‐
５
５
０
０

東
和
総
合
支
所
蕁
７
８
‐
１
１
１
０

こ
れ
ま
で
、
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
の

管
轄
地
域
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１

１
９
番
通
報
は
岩
国
地
区
消
防
本
部
で
受
信

し
転
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
18
日
か

ら
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
に
直
接
つ
な
が

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
市
町
の
境
界
付
近
に
お
い
て

は
、
電
波
の
特
性
上
、
近
隣
の
消
防
本
部
へ

つ
な
が
り
転
送
さ
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報
す
る
場
合
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
町
名
と
目
標
と
な
る
物
を
詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
通
報
内
容
に
分
か
り
に
く
い
点
が
あ
る
場
合
、
折
り
返
し
携
帯
電
話
に
か

け
直
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
防
隊
・
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
電
源
を
切
ら
ず
に
受
信
で
き
る
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
今
ま
で
同
様
、
電
波
状
況
に
よ
り
通
話
が
途
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
通
話
中
は
移
動
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
実
な
１
１
９
番
通
報
を
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

表　彰

各種警察相談電話のご案内
県警では、犯罪の被害や迷惑行為などで
お悩みの方に対して、各種相談窓口を設け、
専用電話によりさまざまな相談に応じてい
ます。
一人で悩まず、お気軽にご相談ください。
★総合相談電話（犯罪等による被害の未然
防止に関する相談）
短縮ダイヤル＃９１１０
蕁０８３（９２３）９１１０
★レディース・サポート１１０
（性犯罪被害などに関する相談）
フリーダイヤル０１２０（３７）８３８７
蕁０８３（９３２）７８３０
★少年サポートセンター
（少年に関する相談）
東部センター
フリーダイヤル０１２０（４８）５１５０
蕁０８２７（２３）５１５０
中部センター
（ヤングテレホン・やまぐち）
フリーダイヤル０１２０（４９）５１５０
蕁０８３（９２５）５１５０
西部センター
フリーダイヤル０１２０（６２）５１５０
蕁０８３２（２２）５１５０
★列車内女性被害相談電話
（列車内での痴漢や迷惑行為などの相談）
蕁０８３（９７３）７９７０
★山口県暴力追放推進センター
暴力追放相談センター
山口事務局蕁０８３（９２３）８９３０
下関分室蕁０８３２（２３）８９３０
大島警察署でも相談に応じています。
蕁７２－０１１０
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プレ国民文化祭で熱演

10
月
16
日
、
下
関
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
プ
レ
国
民
文
化
祭
・

や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
「
海
響
和
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
、
久
賀

引
山
太
鼓
保
存
会
が
参
加
し
ま
し

た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
24
チ

ー
ム
が
出
演
し
、
練
習
の
成
果
を

力
強
い
太
鼓
で
披
露
し
ま
し
た
。

久
賀
引
山
太
鼓
は
、
久
賀
地
区

に
約
１
１
０
０
年
前
か
ら
伝
承
さ

れ
て
き
た
も
の
で
、
保
存
会
に
よ

り
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地元産の魚を味わって
地魚の店認定式

地
元
産
の
魚
介
類
を
使
っ
た
地
魚
料
理
を
広
く
知

っ
て
も
ら
い
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
10
月
24
日
、

周
防
大
島
町
観
光
協
会
に
よ
る
「
地
魚
の
店
」
認
定

証
交
付
式
が
、
久
賀
ふ
る
さ
と
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
料
理
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
18
店
が
認
定
さ
れ
、

観
光
協
会
長
か
ら
認
定
証
と
の
ぼ
り
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
各
店
自
慢
の
魚
料
理
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

観
光
協
会
推
薦
の
「
地
魚
の
店
」
と
自
慢
メ
ニ
ュ

ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.suo-oshim

a-kanko.net/

片
添
ケ
浜
海
岸
で
10
月
10
日
、

サ
ザ
ン
セ
ト
片
添
・
砂
の
祭
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
や

職
場
の
仲
間
な
ど
で
チ
ー
ム
を

作
り
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に

砂
の
像
を
作
る
競
技
で
、
町
内

外
か
ら
23
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

動
物
な
ど
の
力
作
が
並
び
、
秋

の
深
ま
っ
て
き
た
海
岸
が
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
し
た
。

砂
の
芸
術
で
海
岸
に
彩
り
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平
成
17
年
度
元
気
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
推
進
事
業
に
よ
る
子
育
て
支

援
室
が
、
10
月
25
日
、
油
宇
保
育
園

に
完
成
し
ま
し
た
。
少
子
化
や
核
家

族
化
で
、
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
親

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
油

宇
保
育
園
で
は
平
成
12
年
よ
り
子
育

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
結
成
し
、
地
域
の

子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
室
で
は
、
お
母
さ
ん

と
子
ど
も
を
対
象
に
育
児
サ
ー
ク
ル

を
開
催
し
、
お
菓
子
作
り
や
陶
芸
作

品
作
り
の
ほ
か
育
児
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

譛
日
本
釣
振
興
会
山
口
県

支
部
に
よ
る
海
岸
清
掃
が
10

月
16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

譁
サ
ン
ラ
イ
ン
社
の
社
員
と

家
族
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
然
と
釣
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
良
居
地

区
の
方
な
ど
約
２
０
０
人
が

白
鳥
海
岸
や
土
居
海
岸
を
清

掃
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は

今
年
で
12
回
目
で
、
今
回
は

カ
ン
、
ビ
ン
の
ほ
か
粗
大
ゴ

ミ
な
ど
約
５
ト
ン
を
回
収
し

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
海
岸
清
掃

環境学習を通じて交流

９
月
13
日
、
情
島
中
学

校
の
生
徒
が
沖
縄
・
琉
球

大
学
農
学
部
の
学
生
な
ど

９
名
と
、
環
境
汚
染
教
室

を
通
じ
て
交
流
を
行
い
ま

し
た
。
有
益
な
微
生
物
に

つ
い
て
の
講
話
の
後
、
大

学
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
米
の
と
ぎ
汁
を
使
っ

た
発
酵
液
づ
く
り
に
挑

戦
。
ま
た
沖
縄
や
大
学
な

ど
の
紹
介
に
、
生
徒
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

子
育
て
を
応
援

屋
代
地
区
社
協
・
ふ
れ
あ
い
の
館
開
所

屋
代
地
区
に
「
福
祉
の

輪
づ
く
り
運
動
」
の
拠
点

と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」

が
、
10
月
17
日
開
所
し
ま

し
た
。「
福
祉
の
輪
づ
く

り
運
動
」
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
強
化
事
業
の
モ
デ
ル

指
定
を
受
け
、
人
や
拠
点
、

資
金
の
整
備
を
進
め
て
地

区
社
協
活
動
を
強
化
・
活

性
化
す
る
も
の
で
す
。
地

域
の
人
が
い
つ
で
も
気
軽
に
集
ま
り
、
相
談
や
情
報
提

供
を
す
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
／
蕁
７
４
‐
２
０
１
８
（
火
・
木
・
土
）

大
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
々
が
10
月

８
日
早
朝
よ
り
、
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
南
側
の
庭
木

の
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。
モ
チ
ノ
キ
な
ど
が
整
枝
さ

れ
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

大島ライオンズクラブ奉仕活動
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募募
集集

平
成
17
年
度

自
衛
隊
生
徒
採
用
試
験

■
受
付
期
間
／
11
月
１
日
貂
〜
平

成
18
年
１
月
10
日
貂

■
試
験
日
（
１
次
試
験
）
／

平
成
18
年
１
月
14
日
貍

■
受
験
資
格
／

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
18
年

４
月
１
日
現
在
で
、
満
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
修
了
者

■
試
験
会
場
／

航
空
自
衛
隊
防
府
北
基
地

■
問
い
合
わ
せ
先
／

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
　

柳
井
募
集
　
事
務
所

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）

２
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
ヶ
月
当
り
20
万
円
以

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
離

婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
で
き

ま
せ
ん
。

○
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

久
賀
地
区
八
幡
住
宅

（
高
齢
者
世
帯
向
け
）

１
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅
　
１
戸

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅
　
　
１
戸

■
入
居
資
格
／

・
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

準
に
該
当
し
て
い
る
方
（
政
令

月
収
で
一
般
世
帯
は
20
万
円
以

下
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世

帯
は
26
万
８
千
円
以
下
）

・
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
（
高
齢
者

世
帯
向
け
）
の
み
60
歳
以
上
の

方
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
み
か

ら
な
る
世
帯
（
単
身
不
可
）

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
が
日
常

生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び
食

事
、
着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）

に
支
障
が
な
い
程
度
に
健
常
で

あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
な
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
離

婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
／

11
月
17
日
貅
〜
11
月
30
日
貅

■
選
考
方
法
／

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
申
込
締
切
日
に
応
募
の
な

い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
４
週
間

に
限
り
先
着
順
で
申
込
み
受
付

を
行
い
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／
12
月
下
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ
び

申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
１
１
１
３

周
防
大
島
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
募
集

周
防
大
島
で
は
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
県
か
ら

平
成
16
年
８
月
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
地
域
の
指

定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
か
し
た
周
防
大
島

に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取
組
方

針
を
検
討
す
る
た
め
に
、
周
防
大

島
に
住
む
人
が
主
体
と
な
っ
た
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
検
討
会
議
（
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
公

募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
周
防
大
島
町
に
住
む

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

で
、
継
続
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

■
募
集
人
数
／
若
干
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
お
断

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
内
容
／
本
年
12
月
か
ら
平
成
19

年
３
月
に
か
け
て
７
回
程
度
開

催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に

参
加
し
、
周
防
大
島
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方

向
性
や
内
容
等
を
検
討
す
る
。

■
募
集
締
切
／
11
月
25
日
貊

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

農
林
課
農
林
振
興
班
　

蕁
７
９
‐
１
０
０
２
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年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
！

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
の

相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
も

併
せ
て
行
い
ま
す
。

■
時
間
延
長
日
（
午
後
７
時
ま
で
）

11
月
21
日
豺
、
28
日
豺

12
月
５
日
豺
、
12
日
豺

19
日
豺
、
26
日
豺

■
休
日
相
談
日
／
12
月
10
日
貍

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
／

岩
国
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２

不
妊
専
門
相
談

■
日
時
／
12
月
15
日
貅

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所
／

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
ク
リ
ニ
ッ
ク
室

■
予
約
方
法
／

12
月
13
日
貂
ま
で
に
事
前
に
連

相相
談談

日見・西長寺の境内大仏堂には、平安
時代末期の阿弥陀如来坐像（高さ２８４
ｃｍ）が奉安され、「日見の大仏」とし
て知られている。大仏尊は優美絢爛で、
相好整った藤原仏で、県下一の大きさを
誇る。寺縁起には、海から迎えた大仏尊
は金光に輝き、日輪のごとくであったこ
とからここを日見と名づくとある。そし
てその伝説から、沖を通る船は帆を降ろ
して西長寺を拝し、航行の安全を祈った
とある。昭和19年に国の重要文化財に指
定された。

西長寺の大仏尊　（国指定）

～第５７回人権週間～
１２月４日から１０日までは「人権週間」です。

「育てよう　一人一人の　人権意識　
－思いやりの心・かけがえのない命を大切にー」

すべての人々が人権を享有し、平和で豊かな社会を実現するには、自
分の人権のみならず他人の人権についても正しく理解し、人権を相互に
尊重し合うとともに、「思いやりの心」、「かけがえのない命」を大切に
することが、今まさに求められています。
人権週間中、特設人権相談所を次のとおり開設しますので、心配ごと

や困りごとなどについてお気軽にご相談ください。
○特設人権相談所
◆日時／12月５日豺　午前９時30分～正午
◆場所／大島庁舎
人権擁護委員は、いつでも相談に応じています。相談は無料で秘密は

厳守します。当町の人権擁護委員は次のとおりです。
沖村　峰（東三蒲） 中元みどり（西屋代） 窪谷純惠（横見）
沖廣紀惠（久賀） 竹本三千之（椋野） 奥原法城（秋）
古田紹雄（外入） 竹本　諭（神浦） 宮崎邦子（和田）

絡
し
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

山
口
法
律
関
連
士
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
一
斉
共
同
相
談
会

■
日
時
／
11
月
26
日
貍

・
受
付
　
午
前
９
時
30
分

・
相
談
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

■
相
談
内
容
（
相
談
無
料
）
／

日
常
の
す
べ
て
の
困
り
ご
と

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
弁
護
士
会
事
務
局

蕁
０
８
３
（
９
２
２
）
０
０
８
７

■
日
時
／
12
月
24
日
貍
　
午
後
２
時
開
演

■
会
場
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

２
階
大
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
／

久
賀
教
育
支
所
蕁
７
２
‐
２
２
７
１
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おお
知知
らら
せせ

消
費
税
の
免
税
点
引
き
下
げ

個
人
事
業
者
の
み
な
さ
ん
、

売
上
１
０
０
０
万
円
を
越
え

て
い
ま
せ
ん
か
？

前
々
年
の
課
税
売
上
高
が
１
０

０
０
万
円
を
超
え
る
と
消
費
税
の

課
税
事
業
者
に
な
り
ま
す
。

○
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者

と
な
る
方

・
速
や
か
に
「
課
税
事
業
者
届
出

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
々
の
記
帳
や
書
類
の
保
存
が

必
要
で
す
。

一
般
課
税
に
よ
り
申
告
さ
れ
る

方
は
、
帳
簿
と
請
求
書
等
の
保
存

が
な
い
と
、
仕
入
れ
や
経
費
の
支

払
の
際
の
消
費
税
分
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
す
る
方

・
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
に
新
た
に
課
税
事
業

者
と
な
っ
た
方
、
平
成
18
年
に
課

税
事
業
者
で
あ
る
方
は
、
平
成
17

年
12
月
31
日
ま
で
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
柳
井
税
務
署

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
７

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

県
・
市
町
村
中
小
企
業
勤
労

者
小
口
資
金
貸
付
制
度

次
の
方
を
対
象
に
、
大
学
、
短

期
大
学
等
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し

付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
貸
付
対
象
者
／

中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
居

住
し
、
同
一
事
業
所
に
１
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
方

■
貸
付
限
度
額
／
３
０
０
万
円

■
償
還
期
間
／

10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間
中

で
４
年
以
内
の
据
え
置
き
可
）

■
貸
付
利
率
／
年
２
・
５
％

（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
等
の
教
育
資
金
に
つ

い
て
は
、
限
度
額
70
万
円
、
償
還

期
間
３
年
以
内
、
措
置
な
し

■
申
し
込
み
先
／

中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
に
当
た

っ
て
は
、
中
国
労
働
金
庫
の
審

査
が
あ
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課

蕁
７
９
‐
１
０
０
３

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申

請
書
が
変
わ
り
ま
す

旅
券
法
改
正
に
よ
り
12
月
10
日

か
ら
旅
券
申
請
に
係
る
各
様
式
が

変
わ
り
ま
す
。
新
様
式
は
旅
券
セ

ン
タ
ー
等
申
請
受
付
窓
口
、
県
総

合
庁
舎
お
よ
び
市
町
村
の
関
係
窓

口
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
旅
券
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
２
３
５
２

浄
化
槽
設
置
補
助
金
申
請
の

締
切
り
に
つ
い
て

現
在
、
浄
化
槽
設
置
補
助
金
交

付
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
３
月
末
日
ま
で
に

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
補

助
金
の
交
付
申
請
を
11
月
末
日
ま

で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
受
付
場
所
／

総
合
支
所
お
よ
び
下
水
道
課

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
お
よ

び
集
落
排
水
区
域
以
外
の
区
域

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

蕁
７
８
‐
２
２
０
１

※
予
算
の
都
合
上
、
早
め
に
申
請

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

平成17年度周防大島町成人式を、次のとおり開催します。
◆日時／平成18年１月４日貉　午前11時から
◆会場／大島文化センター（周防大島町小松１３８－１）
◆対象者／昭和60年４月２日から昭和61年４月１日までに
生まれた方で、町内に住民票のある方、または町内の中学
校を卒業している方です。該当される方には、案内状を送
付しますので、忘れずに出欠の返事を出してください。
なお、案内状が11月末までに届いていない場合は、下記

までご連絡ください。
◆問い合わせ／周防大島町教育委員会　社会教育課　　
蕁７８－２２０５　ファックス７８－０９０９

町
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
選
手
が
参
加

し
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
が
ん
ば
る
選
手
の
皆
さ

ん
へ
、
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
27
日
豸
　
午
前
９
時
開
会
式

■
場
所
／
周
防
大
島
町
東
屋
代
　

屋
代
湖
（
屋
代
ダ
ム
湖
）
周
回
コ
ー
ス

■
開
閉
会
式
会
場
／
屋
代
湖
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
レ
イ
ク
ス
テ
ー
ジ
・
オ
プ
モ
ッ
ト
）

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所
蕁
７
４
‐
５
３
０
０

※
当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第15回周防大島町
屋代湖駅伝大会
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周
防
大
島
町
保
健
師

松
　
本
　
可
奈
子

（
大
島
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
☆

肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
体
調
を

崩
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
の
種
類
が
風
邪
（
普
通
感
冒
）
と

は
異
な
り
ま
す
。
風
邪
は
、
鼻
や
の
ど
に

主
に
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
場
合
、
風
邪
の
症
状
に
加
え
、
突

然
の
高
熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
主
に
現
れ
、
こ
れ
ら
の

症
状
は
数
日
間
続
き
ま
す
。
ま
た
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
と
い
っ
た
合
併
症
を
併
発
し

や
す
く
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
子
ど
も

は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要

で
す
。

日
常
生
活
に
お
け
る
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
り
、
体
力
・

抵
抗
力
を
つ
け
る

②
人
ご
み
を
避
け
る

③
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、

低
湿
で
乾
燥
し
て
い
る
場
所
を
好
み
ま
す
。

④
外
出
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を

⑤
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

の
ど
が
乾
燥
す
る
と
、
粘
膜
の
防
御
機

能
が
低
下
し
、
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑥
予
防
接
種
を
受
け
る

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？

と
思
っ
た
と
き
に
は

・
単
な
る
風
邪
だ
と
軽
く
考
え
ず
、
早
く

医
療
機
関
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

・
安
静
に
し
て
、
休

養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
水
分
を
十
分
に
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

来年の干支「戌（いぬ）」を色とりどりの手すき
和紙で作ってみませんか？初めての方でもその場
で仕上げることができるよう丁寧に指導します。
◆日時／11月28日豺　橘総合センター　　

午後１時30分～
12月３日貍　久賀総合センター　
午後１時30分～

◆講師／和紙ちぎり絵教室　岡村てる先生
◆教材費／１セット（２枚組み）１６２５円
◆持参するもの／のり、ハサミ、筆記用具
◆申し込み締め切り／11月21日豺
◆申し込み・問い合わせ／
橘総合センター蕁７７－０１００
久賀総合センター蕁７２－２２７１

◆開催日・場所／11月27日豸
周防大島文化交流センター
図書室・研修室
・9:30開館　　入場無料！
・本、おもちゃなどのリサイクルショップ
・10:00～11:30 
特別講演『月性と周防大島』
講師：田口由香さん
世良修蔵、大洲鉄然など周防大島町出身

の子弟たちとの関わりを通じて、郷土の維
新史にスポットを当てます。
・14:00～15:00 
あかね会の公演（お子様向けイベント）
パネルシアター、紙しばいなど
・15:00～　ぜんざいのお接待
・18:00閉館
◆問い合わせ／
周防大島文化交流センター図書室
蕁７８－０６２９
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氏名　目
さっか

昭仁
あきひと

職名　周防大島町立東和病院　整形外科
平成15年10月に東和病院に着任以来、外傷をは
じめ整形外科全般にわたる治療をさせて頂いて
います。大島病院、橘病院にても、週に１，２
回外来診療をさせて頂いています。「個々の患者さ
んに最も適した医療」をモットーに、微力ながら頑
張っていこうと思っています。どうぞ、よろしくお願いします。

整形外科では、11月
より月曜日午後に田中
院長による予約診療
（14:00～16:00）を開始
しましたのでご利用く
ださい。

今月の納税 国民健康保険税第５期分
納期限　１１月３０日貉　詳細は税務課へ蕁７４ー１００８
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久
賀
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

江
良
　
正
和

蒼
依
あ
お
い

木
屋
原

和
恵

益
　
　
忠
治

瑠
愛
る
い
と

向
津
原

紀
子

江
本
　
定
弘

愛ま
な

山
下
浜
西
２
区

裕
子

◆
結
婚
お
め
で
と
う

鳥
村
　
祐
二

東
天
満
町

片
岡
あ
ゆ
み

原
田
　
晃
文

八
幡
上

松
岡
多
美
子

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

安
田
　
壽
雄
　
九
七
　
西
天
満
町

赤
瀬
　
勝
見
　
八
二
　
　
山
田
上

山
本
　
安
治
　
八
九
　
　
　
流
田

沖
村
　
春
子
　
七
二
　
　
山
田
下

大
島
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

木
村
　
稔
典

仁
子
に
こ

小
松
開
作

智
子

松
村
　
俊
典

奏
音
か
な
と

小
松

淳
子
　

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
元
キ
ヨ
ノ
　
九
一
　
　
東
屋
代

岡
本
ツ
チ
ヨ
　
一
〇
六
　
東
三
蒲

安
元
　
梅
子
　
八
七
　
　
西
三
蒲

小
蒲
　
静
子
　
九
三
　
　
西
三
蒲

足
立
　
貞
義
　
八
五
　
　
東
三
蒲

藤
元
　
泰
枝
　
七
八
　
　
西
三
蒲

小
芝
　
　
満
　
六
四
　
　
　
小
松

東
和
地
区

◆
結
婚
お
め
で
と
う

桑
原
　
淳
二

油
宇

原
　
　
千
恵

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

門
戸
　
ト
メ
　
九
六
　
　
　
　
森

大
田
　
新
助
　
九
〇
　
　
　
平
野

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
広
報
掲
載
申

出
書
」
を
提
出
さ
れ
た
方
に
限
り
掲

載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
の
漢
字
に
つ
き
ま
し

て
は
、
常
用
漢
字
、
人
名
漢
字
の
範

囲
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

おめでた
おくやみ

（10月分・敬称略）

宇
野
　
敏
男
　
七
〇
　
　
　
和
佐

野
村
　
幸
子
　
七
七
　
　
伊
保
田

吉
崎
　
道
男
　
八
八
　
　
　
小
泊

植
谷
壽
美
榮
　
九
五
　
　
　
内
入

野
村
ハ
ナ
コ
　
九
〇
　
　
伊
保
田

中
井
ア
ヤ
コ
　
九
二
　
　
伊
保
田

金
本
ユ
リ
子
　
九
三
　
　
　
下
田

橘
地
区

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

村
田
　
　
作
　
八
四
　
　
　
樽
見

廣
津
　
八
郎
　
九
二
　
　
日
前
郷

尼
野
　
甚
一
　
八
九
　
　
　
古
城

網
野
　
兼
一
　
七
六
　
　
　
　
原

吉
村
　
甲
一
　
一
〇
〇
　
　
真
宮
　

立
野
　
和
政
　
五
一
　
　
　
安
高

島
原
ア
サ
ヨ
　
八
二
　
　
　
　
原

鎌
田
　
　
俐
　
七
六
　
橘
福
祉
会

（１１月１日現在）
人　口　21,942人（31人減）
男 9,903人
女　12,039人

世帯数　10,963戸（15戸減）

10
月
15
日
、
久
賀
地
区
で
天
神
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
た
ん
ざ
く
を
つ

け
た
「
た
ん
ば
な
」
が
商
店
街
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

ま
た
、
安
下
庄
地
区
で
は
10
月
23
日
、
馬

に
乗
っ
た
大
行
司
・
小
行
司
を
主
役
に
、
た

ん
ば
な
や
道
中
踊
り
、
仮
装
行
列
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

菅
原
道
真
公
を
ま
つ
る
天
神
様
の
お
祭
り

は
、
町
の
伝
統
的
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。



16広報すおう大島平成17年( 2005年)11月号

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
譌

阿
あ

部
べ

小
こ

里
さと

ちゃん
平成16年11月1日生まれ
（東和・伊保田７区）

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

牧
まき

野
の

琳
りん

太
た

郎
ろう

くん
平成16年11月4日生まれ
（大島・北石）西

にし

村
むら

勇
ゆう

次
じ

郎
ろう

くん
平成16年11月5日生まれ
（東和・外入下妙見）

波
は

戸
と

建
けん

汰
た

くん
平成16年11月12日生まれ

（大島・塩町）

原
はら

田
だ

悟
さとる

くん
平成16年11月8日生まれ
（大島・手崎）

内
うち

田
だ

空
あ

玖
く

海
あ

くん
平成16年11月18日生まれ

（橘・正分）

松
まつ

井
い

れなちゃん
平成16年11月30日生まれ

（久賀・流田）

松
まつ

田
だ

海
かい

都
と

くん
平成16年11月18日生まれ

（東和・大積）

礒
いそ

部
べ

遼
りょう

平
へい

くん
平成16年11月14日生まれ
（久賀・八幡上）

大
おお

村
むら

美
み

波
なみ

ちゃん
平成16年11月25日生まれ

（久賀・流田）

納
のう

冨
とみ

謙
けん

心
しん

くん
平成16年11月29日生まれ

（大島・新開）

「人の動き」「表紙の写真」は15ページに掲載しています。


